
　

お
茶
の
本
場
、
静
岡
県
藤

枝
市
で
創
業
２
３
０
年
の
歴

史
を
誇
る
『
真
茶
園
』
は
、

お
茶
の
鑑
定
技
術
を
競
う
全

国
大
会
で
優
勝
経
験
の
あ
る

八
代
目
店
主
が
茶
葉
を
厳
選

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
コ
ク
と
旨
み
が
自

慢
の
『
深
む
し
ト
ロ
リ
出
る

お
茶
』（
１
０
０
ｇ 

１
０
８
０

円
）
と
最
上
級
の
味
わ
い

『
深
む
し
ま
ろ
り
茶
』（
５０
ｇ 

８
１
０
円
）
の
こ
だ
わ
り
の

二
品
に
、
送
料
３
３
０
円
（
ポ

ス
ト
投
函
便
）
を
加
え
、
通

常
２
２
２
０
円
を
今
回
、
特

別
価
格
１
３
８
０
円
（
税
・

送
料
込
）
で
お
味
見
で
き
ま

す
。（
初
め
て
の
人
限
定
）

商
品
到
着
ま
で
約
１２
日
。
お

支
払
い
は
商
品
到
着
後
同
封

の
振
替
用
紙
（
ア
プ
リ
決
済

可
・
コ
ン
ビ
ニ
・
郵
便
局
）

　

限
定
６０
個
と
な
り
次
第
売

り
切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
お
申

込
み
は
、
今
す
ぐ
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

　

０
１
２
０
・
６
４
・
５
９
５
９

（
無
休
・
８
～
２０
時
）

FAX
０
１
２
０
・
８
０
・
７
１
８
９

（
２４
時
間
受
付
）

〒
４
２
６
―
０
０
２
３

静
岡
県
藤
枝
市
茶
町
１
の
１０

の
２９
『
真
茶
園
８４
係
』

が
ん
こ
職
人
お
す
す
め
の
お
茶

 

本
場
静
岡
の
深
む
し
茶
を
直
送

　
　「
お
い
し
く
な
け
れ
ば
ご
返
品
を
」と
自
信
作

　

カ
リ
エ
ス
や
歯
が
欠
け

て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
そ

の
部
分
を
補
う
治
療
が
必

要
で
す
。
カ
リ
エ
ス
の
ま

ま
で
す
と
歯
の
崩
壊
が
進

み
神
経
ま
で
到
達
し
痛
み

が
出
た
り
、
神
経
の
無
い

歯
で
も
痛
み
は
感
じ
ま
せ

ん
が
ど
ん
ど
ん
カ
リ
エ
ス

が
進
行
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

か
ぶ
せ
物
は
保
険
診
療

で
基
本
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

ま
す
。
精
度
に
関
し
て
は

一
番
は
削
り
方
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
を
作
る
技
工
士

さ
ん
の
腕
で
す
。
私
は
左

下
６
番
の
奥
か
ら
２
番
目

の
歯
が
欠
け
た
と
き
に
金

属
で
被
せ
ま
し
た
。
神
経

は
あ
る
の
で
少
し
し
み
ま

す
。

　

歯
周
病
や
カ
リ
エ
ス
の

治
療
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ま
ず
は
歯
科
衛
生
士
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
歯
ブ
ラ

シ
・
歯
間
ブ
ラ
シ
が
ち
ゃ

ん
と
使
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

房
総
丘
陵
の
山
々
と
養
老

川
の
恵
み
に
培
わ
れ
た
穏
や

か
な
里
山
は
、
加
茂
地
区
の

人
び
と
が
世
代
を
継
い
で
手

入
れ
を
し
、
保
っ
て
き
た
風

景
だ
。
芸
術
祭
な
ど
定
期
的

に
行
わ
れ
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
に
、
地
磁
気
逆
転
層
を
含

む
地
層
『
チ
バ
ニ
ア
ン
』、
高

滝
湖
や
養
老
渓
谷
な
ど
、
自

然
を
活
か
し
た
観
光
ス
ポ
ッ

ト
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
少

子
化
と
過
疎
化
で
耕
作
放
棄

地
は
増
え
、
人
口
減
少
も
進

ん
で
い
る
。「
高
滝
は
加
茂
地

区
の
入
口
。
幹
線
道
路
沿
い

で
多
く
の
方
が
通
る
所
が
荒

れ
て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
、
約

２０
年
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
た

約
４
５
０
０
坪
の
土
地
の
手

入
れ
か
ら
始
め
ま
し
た
」
と

関
谷
さ
ん
。
低
木
が
生
え
藪

化
し
て
い
た
場
所
を
一
昨
年
、

有
志
メ
ン
バ
ー
で
草
を
刈
り
、

木
を
伐
り
、
重
機
で
根
を
掘

り
起
こ
し
、
富
士
山
麓
で
作

ら
れ
た
有
機
肥
料
を
入
れ
、

作
物
の
育
つ
土
に
作
り
替
え

た
。
昨
年
に
は
約
６
０
０
坪

に
稲
の
苗
を
植
え
、
同
時
に

畑
作
り
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
秋
に
は
大
収
穫
祭
と
し
て
新

米
の
無
料
試
食
会
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
の
方
に
『
と
て

も
美
味
し
い
』
と
大
好
評
で
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」

　

日
髙
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

フ
ァ
ー
ム
の
名
は
、
明
治
時

代
、
養
老
渓
谷
で
地
域
発
展

に
尽
力
し
た
日
髙
誠
實
（
の

ぶ
ざ
ね
）
か
ら
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
誠
實
は
宮
崎
県
出
身
。

明
治
政
府
が
推
奨
し
て
い
た

殖
産
振
興
の
場
所
に
、
理
想

郷
と
し
て
養
老
渓
谷
の
梅
ケ

瀬
を
選
び
、
教
育
や
産
業
振

興
に
長
年
取
り
組
ん
だ
人
物

と
し
て
知
ら
れ
る
。「
養
老

渓
谷
で
人
気
が
あ
る
梅
ケ
瀬

は
、
日
髙
邸
の
跡
地
。
彼
が

入
村
し
て
今
年
で
１
４
０

年
。
当
時
の
開
所
式
に
は
、

１
０
０
０
人
以
上
の
人
が
集

ま
り
、
陸
軍
省
で
誠
實
と
同

期
だ
っ
た
県
令
（
県
知
事
）

も
来
場
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
（
ヒ

マ
ワ
リ
）
は
、
高
滝
が
レ
イ

ラ
イ
ン
（
日
本
の
聖
地
が
一

直
線
に
並
ぶ
御
来
光
の
道
）

の
下
に
あ
る
の
で
、
太
陽
に

向
か
っ
て
咲
く
ヒ
マ
ワ
リ
の

イ
メ
ー
ジ
で
つ
け
て
い
ま

す
」。
フ
ァ
ー
ム
の
一
角
に
立

つ
ミ
ニ
直
売
所
『
里
味
発
見

市
場
』
の
名
も
、
里
山
と
高

滝
に
隣
接
す
る
里
見
、
こ
の

地
域
の
味
を
発
見
し
て
い
く
、

と
い
う
地
域
振
興
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
末

に
は
鶴
舞
イ
ン
タ
ー
付
近
に

２
店
目
の
『
里
味
発
見
市
場
』

も
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
観
光

の
拠
点
の
ひ
と
つ
に
し
た
い

と
、
誠
實
の
功
績
と
歩
み
を

伝
え
る
『
日
髙
誠
實
記
念
館
』

も
、
小
湊
鉄
道
養
老
渓
谷
駅

近
く
に
整
備
中
だ
。

 　

加
茂
地
区
で
約
１
０
０
年

作
ら
れ
て
き
た『
加
茂
菜
』は
、

冬
が
旬
。
寒
さ
が
厳
し
い
１

～
２
月
頃
、
最
も
美
味
し
く

な
る
と
い
う
。
栽
培
時
期
は

１０
月
～
５
月
と
長
く
、
枯
れ

色
の
多
い
時
期
に
瑞
々
し
い

緑
の
葉
で
風
景
を
鮮
や
か
に

す
る
。「
加
茂
菜
は
１
月
が
初

物
で
、
特
徴
は
甘
み
と
茎
葉

か
ら
出
る
ぬ
め
り
。
加
茂
地

区
で
は
冬
に
塩
漬
け
に
し
、

昔
か
ら
地
域
の
漬
物
と
し
て

食
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
、
同
協
議
会
メ
ン

バ
ー
の
長
谷
川
さ
ん
。
自
身

も
加
茂
菜
を
栽
培
し
て
い
る

農
家
だ
。「
霜
や
雪
が
降
っ
て

も
葉
は
き
れ
い
な
緑
の
ま
ま
。

寒
さ
に
耐
え
て
か
ら
収
穫
す

る
も
の
が
一
番
美
味
し
い
で

す
ね
」。

　

加
茂
菜
の
栽
培
は
、
明
治

～
大
正
の
頃
、
高
滝
に
あ
っ

た
旅
館
の
主
人
が
宿
泊
し
た

行
商
人
か
ら
種
を
譲
り
受
け
、

近
く
の
畑
で
育
て
た
の
が
始

ま
り
と
地
元
で
は
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
同
協
議
会
で

は
加
茂
菜
を
地
域
の
特
産

物
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
で

き
な
い
か
と
、
昨
年
か
ら

メ
ニ
ュ
ー
を
研
究
中
。
塩

漬
け
だ
け
で
な
く
、
辛
子

漬
け
な
ど
別
の
味
も
開
発

し
、
餃
子
や
コ
ロ
ッ
ケ
、

ジ
ュ
ー
ス
や
ペ
ー
ス
ト
な

ど
レ
シ
ピ
を
増
や
し
て
い

る
。
特
に
ペ
ー
ス
ト
は
ニ
ン

ニ
ク
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に

混
ぜ
れ
ば
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
に

な
る
な
ど
様
々
な
料
理
に
使

え
、
試
食
会
で
は
ど
れ
も
好

評
だ
っ
た
そ
う
だ
。

 

「
加
茂
菜
を
地
域
の
特
産
物

に
す
る
こ
と
で
、
栽
培
面
積

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
目

標
。
加
茂
菜
は
砂
地
を
好
む

の
で
、
高
滝
ダ
ム
の
底
に
溜

ま
る
砂
や
、
近
場
の
竹
林
の

竹
を
チ
ッ
プ
に
し
た
も
の
を

敷
き
、
荒
れ
た
畑
を
整
備
し

ま
す
。
有
機
肥
料
も
地
域
の

畜
産
農
家
か
ら
牛
・
豚
・
鶏

の
糞
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て

作
り
、
加
工
場
も
誠
實
記

念
館
に
隣
接
し
て
建
設
中

で
、
直
売
所
も
併
設
す
る
予

定
。
す
べ
て
地
元
の
も
の
を

使
っ
て
作
る
『
加
茂
菜
革

命
』
で
、
冬
で
も
一
面
に
加

茂
菜
の
グ
リ
ー
ン
が
広
が
る

美
し
い
風
景
に
し
た
い
と
進

行
中
で
す
」
と
関
谷
さ
ん
。 

　

２
月
２３
日
㈷
に
は
、
加
茂

菜
の
無
料
試
食
会
を
日
髙
サ

ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
開

催
。
目
の
前
の
畑
で
収
獲
し

た
新
鮮
な
加
茂
菜
を
そ
の
場

で
ジ
ュ
ー
ス
に
し
、
ペ
ー
ス

ト
と
と
も
に
試
食
す
る
。
塩

漬
け
の
実
演
も
あ
り
、
漬
物

の
販
売
も
。
１０
時
～
１３
時
、

品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
小

湊
鉄
道
で
の
来
場
を
推
奨
（
高

滝
駅
か
里
見
駅
で
下
車
、
徒

歩
約
１０
分
）。
雨
天
中
止
。　

　
　
　
　
　
　
　

 　

 

（
米
澤
）

問
関
谷
さ
ん

☎
０
９
０
・
３
１
３
９
・
０
２
３
４

 

霜
に
も
雪
に
も
負
け
な
い
加
茂
菜

   

　 

里
山
の
地
域
お
こ
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
地
区
農
業
振
興
協
議
会

　

市
原
市
の
高
滝
湖
近
く
、
加
茂
運
動
広
場
向
か
い
に
あ
る
ミ
ニ
直
売
所
『
里
味
発
見
市
場
』。
地
域

の
有
志
で
管
理
す
る
田
畑
『
日
髙
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ー
ム
』
の
一
角
に
作
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
の
農

作
物
が
並
び
、
今
の
時
期
は
、
こ
の
地
域
の
特
産
物
で
あ
る
『
加
茂
菜
の
漬
物
』、
柑
橘
類
、
白
菜
な

ど
が
多
い
。
運
営
す
る
加
茂
地
区
農
業
振
興
協
議
会
の
実
行
委
員
長
・
関
谷
正
夫
さ
ん
�
は
「
市
原
南

部
の
加
茂
地
区
は
、
大
変
広
い
地
域
で
す
が
、
人
口
は
約
４
０
０
０
人
ほ
ど
し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ま
で
は
故
郷
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
と
、
地
域
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
、
様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

耕
作
放
棄
地
を

復
活

鶴
舞
イ
ン
タ
ー
近
く
に
あ
る

『
里
味
発
見
市
場
』

加
茂
菜
で

美
し
い
里
山
に 加茂菜畑と長谷川さん

（
写
真
上
）
加
茂
菜
を
塩
漬
け
に

（
写
真
下
）
建
設
途
中
の
加
茂
菜
の
加
工
場

加茂菜のジュース

地
元
の
漬
物
製
造

店
で
は
加
茂
菜
保

存
会
を
主
宰
、
商

標
登
録
も
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◆発行日の２週間前までにご連絡ください。
　専用申込書をＦＡＸ、メール、郵送でお送りします。
◆申込書に住所・氏名・ＴＥＬ・広告文面など所定
　の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお
　振込下さい。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ヤマハピアノ高価   コンドー楽器  0120-137-512
●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●シツデン音楽教室　ピアノ、フルート、バイオリン、
声楽（シニアボイトレ含）　   0120-00-4210

●未経験者大歓迎！整備・営業スタッフ募集　シニア
世代の方も活躍中・経験問わず　時給1,150円～応相
談　時間：９～ 17時・応相談　資格：普通自動車免許、
自動車整備士免許　勤務地：市原インター店（村上）、
本店（江古田）　休日：火曜・その他　社保完備、交通
費支給　ダイワオート　☎0436-20-3900　

●スタッフ急募　寿司・和食・鰻の板前及び調理見習
い（正社員）／ホール（パート・アルバイト）土・日だ
けでも可　詳細はお気軽に電話でお問合せください
うるいど八幡屋　☎０４３６-７４-０００７
●アルバイト募集　高校生・専門学校生・大学生　未
経験O K　研修期間あり　フロア・配膳・洗い場　週３
～４日　㈰㈷休　昇給制　ユニフォームあり　時給：
1,140円～ 1,500円　16:00～ 22:00・17:00～ 22:00
まかない夕食付　面接にて、気軽にご相談ください
姉崎　宝や　☎0436-61-1975

●ネズミ駆除　超プロが１回で完全駆除　駆除の対象、
長期生息、家屋に被害の有る方　★一戸建・アパートに
限定　満足度100％　創業56年の信用　半永久的効果
田辺消毒防除センター　☎0436-25-2801
●ミシン直しま専科！　90%は直ります　家庭用ミシン
どこのメーカーでもＯＫ　持ち込み修理ＯＫ
街のミシン屋いちばん館　☎０４３６-２０-３４８３

●ピアノのレンタル　シツデン  0120-00-4210
●シロアリ防除　シロアリは駆除から『予防』の時代
です　まずはお電話で　ダスキン姉崎　☎23-0341

●どんぐり　はり・きゅう整骨院　院長は現役スポー
ツトレーナー　通常の施術のほか、女性のダイエット
メニューや交通事故後の治療など、不調や痛みなど相
談を　市原・八幡宿駅徒歩3分　☎0436-26-6004
●千葉交響楽団 定期演奏会「未来をひらく革新と伝統
の名曲」　２／ 15㈰14時開演　君津市民文化ホール　
全席指定　Ｓ4,000円・Ａ3,000円・Ｂ2,000円、大学
生以下・65歳以上は全席種500円引　曲目：A .リード「ア
ルメニアン・ダンスパート１」、ベートーヴェン「交響曲 
第７番 イ長調 作品92」ほか　☎0439-55-3300
●坂東玉三郎～お話と素踊り～　３／ 15㈰14時開演
千葉県文化会館　全席指定　Ｓ8,800円・Ａ6,800円・
Ｂ4,800円・車椅子席8,800円　トークショーと衣装や
化粧をつけない地唄舞「残月」　☎043-222-0201

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※掲載のお申込みはシティライフＨＰなどで。
h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / m o u s h i k o m i /
またはＦＡＸか郵送、メールで　ＦＡＸ0436-21-9142
メール k i j i @ c l - s h o p . c o m
　

●子犬差し上げます　 生後２カ月　 秋田犬（大型犬）
の子犬　責任を持って飼ってくれる方に　
大網白里・長嶋　☎080-8035-5678

●漢詩講座　第１㈮　10〜 12時　市津公民館　月会
費：1,000円　20年以上続く、市原市内唯一の漢詩の会
永井　☎0436-74-5711
●坐禅会　第２・４㈯　15～ 16時半　真光寺（袖ケ
浦市川原井634）　坐禅を通して自分と向き合う時間を
持ってみませんか？　布施：500円程度　要事前申込
み（当日でも可）　初めて坐禅をされる方は14時半～・
簡単な説明あり　☎0438-75-7414

●おもちゃ病院いちはら　２／６㈮・五井公民館　
20㈮・市原市社会福祉協議会４階　ともに13～ 15時
壊れたおもちゃを修理回復　修理は無料、部品代のみ
有料　石川　☎090-7716-4611
●いすみ冬の星まつり　２／７㈯　12～ 17時：体験・
ワークショップ　18～ 19時半：星空観望会　夷隅文
化会館　入場無料、予約不要、入退場自由　体験・ワーク
ショップは有料（一部無料）　望遠鏡の展示・使い方相
談、写真展示、プラネタリウム、ＶＲでの宇宙観測・宇宙
飛行士体感・映画「機動戦士ガンダム 銀灰の幻影」鑑賞
など、本販売、ガラス小物の体験・販売ほか　星空観望
会は無料、雨天時は星空解説を実施　主催：いすみ星空
学校　☎090-3426-9358
● ハーモニーフェスタ　２／８㈰　12時開演　 鎌取コ
ミュニティセンター　地域で活動する音楽グループに
よるみんなで作る音楽祭　パラグアイの民族楽器ア
ルパ、オカリナ、ハーモニカ、ギター、コーラスなど様々
な団体が演奏　主催：アートタウンおゆみ野　
☎090-2559-5846　
●日本ミツバチ趣味の養蜂講習会　２／８㈰　13～
16時　希望により平日も可　大網白里市・かなり宅　
入居率の高い巣箱造り・臭い付け・飼育管理等の要素
技術を動画とオリジナル資料で分かりやすく説明　参
加費：3,000円　 ☎090-4918-2388
●シニアの集い・銀の鈴　2／ 10㈫10時半〜 12時　
五井ナザレン教会　無料　健康体操・ゲームと歌・脳
トレ・交流など　どなたでも　☎0436-21-0566
●かずさのくに国府探検会　２／ 11㈷　９時・国分
尼寺展示館駐車場集合　「今富」地区の史跡、古代の今富
塚山古墳・今富廃寺・神代神社、中世の宮原御所跡・円
満寺を訪ねる　さらに江戸時代の根本本陣跡、参勤交
代の江戸道を歩く　雨天中止　申込み不要　参加費：
200円　☎090-2637-6497

●木更津シニアアンサンブル・アクア定期演奏会　２
／ 11㈷　13時半開演　君津市民文化ホール　無料　
ツダ　☎090-2316-1223
●ぬくもりカフェ　２／ 12㈭　10～ 13時　おやこ
食堂もぐもぐ（青柳・ほのぼの保育園敷地内）　参加費：
1,000円　みんなでおしゃべりをしながら、手頃な量
で味噌作り　持ち物：エプロン、台ふきん、味噌を持ち
帰る500m lが入る容器、袋　電話で要事前申込　送迎
サービスは３日前までに申込　希望の方はランチを提
供（別途800円）　☎080-3505-7903
●おもちゃ病院袖ケ浦　２／ 12㈭　９～ 12時　平
岡公民館　おもちゃの治療（修理）　7～８名で対応　
不治か簡単完治時は無料　部品交換時は部品代100～
500円　申込不要、直接会場へ　
佐藤　☎090-4370-3796
●みんなの寺カフェ　身近な人が認知症になったら　
２／ 14㈯　10～ 12時半　西光寺（根田）　実際の接し
方から行政のサポートまで　講師：地域包括支援セン
ター国分寺台、元ケアマネ・高橋瑞穂さん　昼食付　そ
のほか読経や仏教紙芝居　参加費：大人500円・18歳
未満は無料　電話やメッセージ、公式ラインにて要予約・
２／ 13〆切　☎0436-22-7412　
●覚えてる会・もの忘れのある方の本人会とミニ講
座　２／ 14㈯　10～ 12時　辰巳公民館　１回100円

（年会費制）　生活上の工夫や便利グッズによる対処法
を話し合う　一般の方も歓迎　ミニ講座・エンディン
グノートをつけよう：講師は松岡幸子・安田清　
☎090-5214-3279
●カフェもの忘れ・認知症とスマホ・パソコン相談会
２／ 14㈯　13～ 15時　辰巳公民館　カフェ代：200
円　元もの忘れ外来担当者が応相談　スマホ・パソコ
ンは一般の方も歓迎、器機持参　☎090-5214-3279　
●ひきこもりの勉強会「生き難さと完璧主義について」
２／14㈯　13～16時　辰巳公民館　講師：若林宏行（心
理カウンセラー）　金子　☎0436-74-7617　
●絵本で聖書　２／ 14㈯　13時半～ 14時半　五井ナ
ザレン教会　無料　絵本の読み聞かせとおしゃべりタ
イム　どなたでも　☎0436-21-0566
●五井シネマ　冬の「親子で楽しむ映画会」＆「名作映
画鑑賞会」　２／ 15㈰　９～ 15時12分　五井公民館　
参加無料　親子で楽しむ映画会・９時～「おしりたん
てい」「一休さん・ももたろう」「シンデレラ（ディズニー）」
休憩・12時20分～ 13時25分「綾小路きみまろ 爆笑！
エキサイトライブビデオ 第３集」　名作映画鑑賞会・
13時半～「カサブランカ」　申込不要、当日先着90名ま
で　☎0436-22-2121　
●レコード交流会　２／ 15㈰13時半～　アネッサ　
300円（お茶代）　テーマ：ヴェートーベンの午後　第
５を集めて、交響曲、協奏曲、ソナタほか　13時～交流
タイムあり　 ☎090-7716-4611
●イチ推し登録会　２／ 17㈫　９時半・11時・13時・
14時半　 ウエルシア・コミュニケーションセンター
いちはら（ウエルシア市原国分寺台店）　市民活動団
体と市民をつなぐポイント制度「イチ推し」　ポイン
トを貯めて団体への寄付や、市の魅力商品や協力店で
のサービスと交換　始めてみたい個人利用者に説明
と登録　14時半～はイチ推しを使用する団体対象　
各回先着８名　スマホ持参、要メルアド　無料　申込
フォームから要予約　☎0436-23-9851
● V i r t u o s o 定期演奏会 　２／ 22㈰13時半開演　市
原市市民会館　無料　令和から昭和と、皆さんに楽し
んでいただける様々な曲を演奏　☎090-1763-6331
●そばの会　２／ 23㈷　９〜 14時　国分寺公民館　
自分で打った二八そばを食べる楽しみ、味わってみま
せんか　食材費ほか：2,000円　持ち物：マスク、エプ
ロン、バンダナ、タオル、タッパ（そば120ｇ持ち帰り用）、

500㏄の容器（つけ汁の持ち帰り用）　２名募集・２／
15〆切　山下　☎080-5696-9609　
●ちばハートフル・ヒューマンフェスタ アーカイブ配
信　２／ 24㈫まで　特設サイトから視聴　約120分
令和７年12／９㈫に開催、当日の様子を配信　講演「そ
の人らしさに、耳をすませて」アレックス・ラミレス（元
プロ野球選手）、千葉県警察音楽隊・ハートフルコンサー
トほか　h t t p s : / / c h i b a - h e a r t f u l 2025. j p /　
●気軽にスマホ体験講座　２／ 24㈫　10～ 15時半
ウエルシア・コミュニケーションセンターいちはら（ウ
エルシア市原国分寺台店）　スマホに興味ある方、自分
に使えるか心配で購入をためらっている方、電話以
外の機能を使ったことのない方対象　１人１台準備
されたスマホで説明を受けながら実際に操作　10時
～スマホの基本とL I N Eの使い方：スマホの基本から
学ぶ・初めての方も安心　13時半～スマホの基本と
防災：スマホの基本と災害時に役立つスマホの使い方
無料　電話かF A X、会場窓口で要申込　２／ 17〆切　
☎0436-20-1090　f a x .0436-20-1091
開館時間：９～ 18時・月曜休館
●裁判ウオッチング　２／ 24㈫～ 27㈮　12時半～
16時　集合：千葉県弁護士会館（千葉市中央区）　千葉
地方裁判所で行われる実際の刑事裁判を傍聴　引率の
弁護士による解説や質疑応答などあり　各日10名程
度　往復はがきで要申込　傍聴希望日（複数可）、住所、
氏名、年齢、電話番号を明記　宛先：〒260-0013　千葉
市中央区中央４丁目13番９号　千葉県弁護士会　裁判
ウオッチング係　２／ 10必着　☎043-227-8431
●イチ推しポイントを使用した市魅力商品等の抽選会・
応募受付中 　〆切：２／ 28㈯・22時59分まで　「イ
チ推し」の活動参加などで貯めたポイントは、市原市で
活動する応援したい団体に寄付できるほか、３月・６月・
９月・12月の年４回実施する抽選会（市の魅力商品な
どが当たる）への応募に使用できます　現在、令和７年
度第４回イチ推し抽選会の応募を受付中　応募方法や
商品の詳細などは、市ウェブサイトにて　市原市地域
連携推進室（イチ推し事務局）　☎0436-23-9851
●パイプオルガンでさんびか　２／ 28㈯　13時半～
15時　五井ナザレン教会　無料　パイプオルガンの音
色でさんびかを歌ってみよう　聞くだけでもO K　
どなたでも　☎0436-21-0566
●市原市冬季スナッグゴルフ大会　２／ 28㈯　雨天時
３／１㈰　開会式９時半〜、閉会式14時〜　市原市文化
の森　小学生以上　先着25名　参加費：大人1,200円、
小学生500円　用具の貸出しあり（別途300円）　弁当、
飲み物、帽子、敷物ほか持参　申込：電話かＦＡＸで、氏
名、生年月日（学年）、住所、連絡先を、市原市スナッグゴ
ルフ協会・石井まで　☎. F A X .0436-61-4584
☎090-1421-8625
● あすみが丘室内合奏団 定期演奏会　２／ 28㈯　14
時開演　千葉県文化会館　入場料：1,100円　地域の音
楽好きが集まって結成された弦楽合奏団　曲目：モー
ツアルト「交響曲第29番」、ヨハン・シュトラウス２世

「美しく青きドナウ」ほか　指揮：辻博之　ゲスト出演：
ミュージカルなどで活躍中のテノール歌手・杉浦奎介
氏　☎080-3318-0874　
● 企画展・千葉県の「昭和」激動の1926～ 1989　２／
28㈯まで　９～ 17時　千葉県文書館（千葉市）　㈰㈷・

月末最終の平日に休館　最も長い期間使われた元号「昭
和」　戦争後の復興から高度経済成長を経て世界有数の
経済大国になった、激動の時代の千葉県を公文書など
の記録資料を中心に探る　無料　☎043-227-7552
●鈴木敦子展「ムサクイノ配置」　３／ 29㈰までの㈮
㈯㈰オープン　11〜 17時　夏庭（長柄町榎本）　無料
作家メッセージ「ふと娘が遊んだ後のおもちゃの置か
れた配置に、目が向きました。また、道端の落ち葉や石
の配置も気になっています。その『気になる』を描く
ことにしました」　油彩、ミクストメディアの作品、
屋外のインスタレーションも　☎070-3121-5031
●海鳥の写真募集中！　３／ 31㈫まで　千葉県立中央
博物館分館・海の博物館（勝浦市）　「海鳥を取り巻く
食物連鎖」が感じられる写真をメールでお寄せくださ
い　野外で撮影されたものに限る　海外のものも受
付け　例えば「海鳥が餌を食べている」「海鳥が食べ
られている」「海鳥が糞をしている」「海辺で鳥が海
洋生物を食べている」など　写真は「うみ鳥っぷ２」の
期間中に、撮影者名を明示のうえ、モニターにスライド
ショー形式で展示　申込方法など詳細はＨＰで　写真
受付メール：u m i - t r i p @ c h i b a - m u s e . o r . j p
●うみ鳥っぷ２～海鳥と旅する食物連鎖の世界～　５
／ 10㈰まで　９～ 16時半　千葉県立中央博物館分館・
海の博物館（勝浦市）　海洋生態系の食物連鎖の頂点に
位置する海鳥を通じて、多様性と生態系の複雑さ、海鳥
の重要な役割、人間による影響などを紹介　㈪休館、休
日の場合は翌平日　一般200円・大高生100円・中学
生以下と65歳以上は無料　展示解説：会期中の第２㈯・
14時半～ 15時　観察会「銚子漁港でカモメに包囲さ
れよう！」：２／ 21㈯10～ 14時・水産物の水揚げ見
学、カモメ類の観察、座学「銚子に海鳥がたくさん集ま
る理由」・小学生以上（小学生以下は保護者同伴）20
名・料金 50円（保険料）・要事前申込・2 ／ 7 〆切　観
察会「東京湾フェリーに乗って考える、海鳥の餌づけ」：
３／ 15㈰10～ 12時・フェリーで金谷港〜久里浜港を
往復、餌づけを期待して船に集まるカモメ類などを観
察・どなたでも（小学生以下は保護者同伴）20名・料
金 50円（保険料）・要事前申込・３ ／ １〆切　申込方
法など詳細はＨＰで　☎0470-76-1133
●市原警察署・移動交番開設予定場所　２／２㈪13時
～泉台コミュニティホール　６㈮13時～千種コミュニ
ティセンター　12㈭10時～戸田コミュニティセンター
13㈮13時～山木会館　変更の場合あり
市原警察署地域課　☎0436-41-0110

申し込み方法

申し込み方法
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・
２１
日
・
２２
日
・
２８
日
・

３
月
１
日
の
ܭ
６
回
）、
雨
天

中
止

・
ද
ઍ
家
観
梅
の
໺
点
⽅
１０
～

１５
時
、
ઌ
着
ॱ
（
定
һ
に
達

し
次
第
受
付
終
了
）　

੒
ా
山

ެ
園
಺
จ
घ
の
஑
上
梅
林

・
甘
ञ
の
進
上
⽅
１０
時
～
無
く

な
り
次
第
終
了　

੒
ా
山
ެ

園
಺
੢
༸
ఉ
園

・
観
梅
の
演
૗
会

二
މ
、
௡
ܰ
ࡾ
味
線
、
ᝨ
・

ई
八
な
ど　

１１
時
～
と
１３
時

൒
～
（
１
日
２
回
）　

੒
ా
山

ެ
園
಺
੢
༸
ఉ
園

・
観
梅
の
投
۟
コ
ン
ς
ス
ト
⽅

݉
୊
・
梅　

１０
～
１５
時　

１

人
２
۟
以
಺
と
し
て
ະ
発
ද

作
品　

੒
ా
山
ެ
園
಺
੢
༸

ఉ
園
と
फ
ޗ
ྶ
ಊ
本
ಊ
前
で

受
付

・
ණ
の
ூ
ࠁ
展　

３
月
１
日
 

の
み　

੒
ా
山
新
勝
ࣉ
大
本

ಊ
前
広
場
周
ล

・
੒
ా
࢛
ق
࠼
祭
ࣸ
真
コ
ン
ς

ス
ト
੒
ా
の
風
景
・
य़
の
部 

作
品
ื
集

➥
੒
ా
市
観
光
協
会

☎
０
４
７
６
・
２２
・
２
１
０
２
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市
ݪ
湖
൞
美
術
館
は
、

今
年
４
月
下
旬
ま
で
վ
म

工
事
の
た
め
休
館
し
て
い

ま
す
。
そ
の
間
も
ア
ー
ト

を
ָ
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

３
月
ま
で
に
ܭ
５
回
、『
出

ு
ʂ
市
ݪ
湖
൞
美
術
館
』

と
୊
し
、
市
ݪ
市
๺
部
の

֤
所
で
ワ
ー
ク
シ
ἀ
ッ
プ

を
開
催
中
で
す
。

　

１
つ
目
は
１
ʗ
１２
、
Ϣ
ニ

Ϟ
ち
は
ら
୆
で
行
わ
れ
た
『
ෆ

ࢥ
議
な
オ
ブ
ジ
ェ
や
風
景
と

出
会
う
ア
ー
ト
オ
リ
エ
ン

ς
ー
リ
ン
グ
大
会
』。
２
つ
目

の
『
プ
ッ
シ
ュ
ト
イ
を
つ
く

ろ
う
ʂ
』
は
２
ʗ
８
。
ื
集

は
す
ぐ
に
ຬ
һ
、
Ω
Ỿ
ン
η

ル
଴
ち
と
人
気
で
す
。
３
つ

目
は
『
い
ち
は
ら
੨
ۭ
新
ฉ

ࣾ
～
新
ฉ
記
事
や
ニ
ュ
ー
ス

を
木
൛
リ
ト
グ
ラ
フ
で
作
品

に
し
よ
う
ʂ
』。
２
ʗ
２１
・
２２

の
྆
日
ࢀ
加
で
、
と
も
に
１０

～
１２
時
൒
。
市
ݪ
市
立
中
ԝ

ਤ
ॻ
館
に
て
開
催
し
ま
す
。

定
һ
に
な
り
次
第
、
ʒ
切
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
ࢀ
加
を

受
付
け
る
の
は
、
４
つ
目
の

『
市
ݪ
で
一
日
限
り
の
Ի
ָ
ୂ

を
݁
੒
ʂ 

「
ϋ
΢
リ
ン
グ
・
΢

ル
フ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
で

֗
を
࿅
り
歩
く
ʂ
』。
ߨ
ࢣ
の

੢
ݪ
ঘ
さ
ん
が
ߟ
Ҋ
し
た
口

と
身
ମ
を
使
っ
た
ָ
ث
「
ワ

オ
ン
・
ϗ
ン
」
は
、
ま
る
で

オ
オ
カ
ミ
の
ԕ
๸
え
の
よ
う

な
ෆ
ࢥ
議
な
Ի
。
こ
の
ָ
ث

を
ମ
験
し
、
２
日
目
に
は
Ի

を
૗
で
な
が
ら
Ϣ
ニ
Ϟ
ち
は

ら
୆
周
ล
を
࿅
り
歩
き
ま
す
。

３
ʗ
７
・
８
の
྆
日
ࢀ
加
で
、

と
も
に
１３
～
１６
時
。
定
һ
２０

名
、
受
付
は
２
ʗ
７
・
１０
時
～
。

　

最
後
５
つ
目
の
『
إ
ூ
ࠁ

を
つ
く
ろ
う
ʂ
～
市
ݪ
の

１
０
０
人
の
إ
～
』
は
、
ࡾ

୐
感
さ
ん
と
一
ॹ
に
、
紙
೪

土
で
إ
ூ
ࠁ
を
作
り
ま
す
。
家

଒
や
༑
人
、
会
場
で
会
っ
た

人
の
إ
を
じ
っ
く
り
見
つ
め

て
作
れ
ば
、「
あ
れ
ʁ
こ
ん
な

إ
だ
っ
た
ん
だ
ʂ
」
と
新
し

い
発
見
が
。
３
ʗ
２１
は
１０
時

൒
～
と
１４
時
～
、
２２
日
は
１０

時
൒
～
と
、
い
ち
は
ら
子
ど

も
ະ
来
館
で
３
回
実
ࢪ
。
֤

４５
名
で
受
付
は
２
ʗ
２１
・
１０

時
～
。
作
品
は
１
ि
間
展
ࣔ
。

　

ど
ち
ら
も
小
ֶ
生
以
上
、
ࡐ

料
අ
１
０
０
０
円
。
಺
༰
の
ৄ

ࡉ
・
申
込
み
と
も
に
、
湖
൞
美

術
館
の
̝
̥
・
イ
ベ
ン
ト
ペ
ー

ジ
に
て
ご
֬
ೝ
く
だ
さ
い
。 
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美
術
館
を
飛
び
出
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
！
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